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前 報 (加藤 , 1974, 1976, 1977, 1978, 1979) に 引 続 い て , アン ボン 鳥 で 採集 し た ジャ ノ メ チ ュ ウ と 
メダ マチ ュ ョ ウ に つき 報告 する . 今回 も 大 阪 市 立 自然 史 博 物 館 の 日 浦 勇 氏 に 種々 懇切 な ご 教示 を 頂い 
た . 報告 に 先立っ て 深謝 申し 上 げ る . 





アン ボン 島 の ジャ ノ メ チ ョ ウ 


東洋 区 か ら オ ー ス トラ リア 区 に か け て , 多種 類 が 生息 し 繁栄 する ジャ ノ メ チ ュ ウ 科 は , その 分 布 の 
中 心 が ア ジア 大 陸 の 亜熱帯 地域 と ニュ ー ギ ニア ・ オ ー ス トラ リア の 二 地 域 に と あり, その 中 間 に 位置 す 
る 島忠 部 の 熱帯 雨林 帯 で は , 種 数 の 減少 が 顕著 で , ElIymnias ルリ モン ジャ ノ メ な ど ご さく 一 部 を 除き , 
全般 に 和久 相 で ある . アン ボン 島 に 生息 する ジャ ノ メ チ ョ ウ 科 は 6 属 9 種 と 推定 され る が , 同島 で は 未 
記録 と 思わ れる Orsotriaena medus を 含め て 5 属 @ 種 (Table 1) を 採集 し た . 





Table 1. List of Satyridae and the genus Taenaris collected on 
Ambon Is. in 1972-1973 and 1974. 








Number of individuals 





26.XII-2.1.1973 4-10.VIII.1974 

6 9 上 
Mycalesis terminus 9 2 24 7 
M. perseus — — 3 ーー 
M. sirius 1 ーー ーー 2 
Orsotriaena medus 2 ーー ーー ーー 
Melanitis leda ーー 1 2 3 
M. constantia ーー ーー ーー 1 
Ypthima pusilla ーー ーー 1 1 
Elymnias vitellia 1 ーー ーー ーー 
Taenalis urania 1 2 8 1 





1. Mycalesis terminus remulia CRAMER 
(Figs. 1-4) 





ニュ ー ギ ニア 系 で , 発生 頭数 は アン ボン 産 ジ ャ クノ メチ ョ ウ 科 の 中 で 最も 多く , 平地 か ら 低 山 地 に か 
け て , 島内 の 随所 で 見 られ る 最 普通 種 で ある . 年 中 発生 する が , 乾季 に は 少な く , か つ サ イズ は や や 
小型 と な り , 英 褐 色 の 地 色 は や や 淡色 と な る (Fijg. 1). 採 品 前 次長 の 季節 別 平均 値 は , 乾季 で は , ざ 
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Figs. 1-10. Mycalesis spp., (3,6,8,10) underside: (1-3) M. terminus remulia CRAMER。 
3; (④) ditto 2. (3,6) M. perseus perseus FABRICIUS, び . (7, 8) M. sirius manipa 
BolsDUvAL, ¢; (9, 10) ditto ®. 

Figs. 11, 12. Orsotriaena medus FABRICIUS, (12) underside; ば . 


22.2 mm, g 24.0 mm, 雨季 で は , づ 22.9 mm, 2 25.0 mm で あっ た . 


2. Mycalesis perseus persens FABRICIUS 
ヒメ ヒト ツメ ジャ ノ メ (Figs. 5, 6) 


採 品 は 雨季 の 3 ずぶ び の み で , 前 種 の よう に 多発 せ ず , 局部 的 に 発生 し , 主として 丘陵 地 , 低 山地 の 
林 縁 に 生息 する . 次 の 2 種 に も 同じ 発生 状態 が 見 られ る . 前 甚 表 第 2 室 の 眼 状 紋 は , 黒色 環 を 欠き , 
か すか に 小 白 点 を と ど め る だ け で ある . 原 名 亜 種 . 採 品 の 前 頑 長 は 21 mm. 
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3. Mycalesis sirius manipa BOISDUVAL 
(Figs. 7-10) 


FRUHSTORFER (1911), D’ABRERA (1971) に よれ ば , 種 srius は 南 モ ルッ カ , ニュ ー ギ ニア , オー ス 
トラ リア 北部 に 分 布 し アン ボン 産 は 後期 裏面 の 眼 状 紋 を 囲む 青 灰 色 環 を 欠く と し て いる が , 採 品 を 」 
検 し た 限り で は , 雨季 の 採 品 は は っ きり し た リン グ を も や ち (Fig.10), 乾季 で も に お ぶ い な が か ら 同 様 の リ ! 
ング を も つ (Fig. 8), 採 品 は 1 す が 乾季 , 2 が 雨季 と 片 寄 り , 季節 変異 は 確認 で き な か っ た . ざ ! 
前 期 長 は 22 mm, ? で は 26 mm. 





4. Orsotriaena medus FABRICIUS subspecies 
ム モ ン ヒ メジ ャ ノ メ ( 新 称 ) (Figs. 11, 12) 





FRUHSTOREER (1911) に よれ ば , 種 medas の 分 布 較 は ,。 イン ド か ら マ レー 半島 を 経て , 鳥山 部 に 入 

る と , ジャ ワ , ボル ネオ , スラ ウエ シ と 小 ス ンダ の チモール に 及び , さら に ニュ ー ブ リ テン , オー ス 
トラ リヤ に 達する と し , 多く の 陳 種 に 分 類 し て いる . CoMMon (1972) は , 北部 オキ ー ス トラ リア の 外 に 」 
は , イン ド か ら 南 東 ア ジア を 経て , ニュ ー ギ ニア 人 分布 する と し , CoRBEr (1978) も イン ド か ら マ レ 
ー 諸 島 を 経て ニューギニア , オー スト ラリ ア に 至る と し て いる . 

地域 的 分 布 に 関し て は , 森下 (1970) は , マレ ー 語 島 で は 全域 に 分 布 す る と し , D'ABRERA (1971) 
は , チモール , ニュ ー ブ リ テン , オー スト ラリ ア を 共 げ て お り , 春田 (1973) は , = ュー ギニア で の 
採 品 を も ち , 同島 で の 分 布 を 確認 し て いる . 

以上 が 今 ま で に 知ら れ た 種 medus の 分 布 園 で あり , これ ら を まとめ て 見 る と , 南北 モル ッ カ に 分 
布 の 空白 地帯 が か ある こと が 認め られ , また , アン ボン 鳥 か ら の 正式 の 記録 は 見 出す こと が で き な か っ 
な だ: 

採 上 品 は 乾季 の 2dd@ の み で , 前 次 長 は 21, 22 mm, 小型 で ある . 贅 青 は 無 絞 , 前 後 甚 裏 面 を 縦断 す 
る 純白 色 条 は , 東洋 熱帯 区 の 諸 亜 種 や ニュ ー ブ リ テン , オー スト ラリ ア の 亜 種 と 異な り , は る か に 細 
い 純 白 の 糸状 を 呈す る こと か ら , チモール 産 亜 種 cium FABRICIUS に 代表 され る スラ ウェ エン シン か ら = ュ 
ー ギ ニア に 分 布 す る 亜 種 グル ー プ (FRUHSTORFER, 1911) に 属す る と と は , 南 モ ルッ カ の 地理 的 位置 も 
併せ て 考え る と , まず 間違い な いと 思わ れる . 

種 egs は 飛翔 力 が 弱く 移動 性 も 称し く , か つ ア ン ボ ン 産 は 低 山地 , 丘陵 地 で 局部 的 に 発生 が 見 らち 
れる と ころ か ら , アン ボン 島 で は か な り 古 く か ら 生 息 し て いた と 見 な され る . し か し , アン ボン 産 が 
ァ ン ボン 島 固 有 の 亜 種 が か どう か に つい て は , さら に 周辺 の 島々 を 調査 し , 比較 標本 を 得 て か ら 断 定 
する の が 妥当 で ある ろう. 


























5. Melanitis leda bankia FABRICIUS 
ウス イド コノ マチ ョ ン ソ (Figs. 13-16) 


採 品 の 大 半 は , 日 没後 辺り が 暗く な る まで , ホテ ル 裏 庭 の 巨木 の 根元 を , 低く 迅速 に 飛び 廻っ て い 
た も の で ある . 

甚 表 地 色 は 濃 福 色 で , や で は は る か に 淡色 と な る . 裏面 は さざ波 模様 を 呈す る が , これ を 区 切る 縦 
条 と と も に 発現 の 強弱 に 個体 変異 が 目立つ . 個体 変異 は 眼 状 紋 の サイ ズ に も 見 られ る . 

? の 前 贅 表 第 3 室 黒 斑 は , や や だ 円 形 を 呈し , その 中 の 小 白 点 は 外 方 に 片 寄 り 気味 で , 第 4 室 の 白 
点 は 大 きい . また 黒 斑 を 囲む 赤 棒 色 斑 は 内 方 より も 亜 外 縁 に 向っ て より 幅広 く 広 が る (Fig.15). これ 
ら は , 台湾 , 日 本 で は , 種 phedima クロ コノ マチ ュ ョ ウ 秋 型 6 の も つ 特 徴 で 。 こ の 点 を も っ て 種 
gz の 秋 型 や と 区 別して いる . 季節 変異 に た ついては, 乾季 の 採 品 が , 雨季 の 生 残り と 思わ れる 1 
の み で あり , 定か に 確認 で き な か っ た だ . ざ 前 区 長 は 38-39 mm, 9 で は 36-39 mm. 
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Figs. 13-18. Melanitis spp., (14, 16, 18) underside: (13, 14) M. leda bankia FABRICIUS, 
$3; (15, 16) ditto 2. (17, 18) M. constantia constantia CRAMER, ®. 

Figs. 19-22. Ypthima pusilla pusilla FRUHSTORFER, (20, 22) underside: (19, 20) ば : 
(21, 22) 2. 

Figs. 23, 24. Elymnias vitellia vitellia CRAMER, (24) underside: @. 





6. Melanitis constantia constantia CRAMER 
(Figs. 17, 18) 


ニュ ー ギ ニア 系 で , 分 布 の 中 心 で ある モル ッ カ で は 豊 産 す る と いわ れる が (FRUHSTORFER, 1911), 
採 品 は 雨 李 の 1\ の み で , アン ボン 南部 低 山 地 の 林 道 で , 小雨 の 降る 中 を 迅速 に 飛び 出し て きた の を 
採集 し た . 前 次 長 は 47 mm. 





7. Ypthima pusilla pusilla FRUHSTORFER 
チビ ウラ ナミ ジャ クノ メ ( 新 称 ) (Figs. 19-22) 





採 品 は 雨季 の 1 づ 1 で , 採集 場所 は アン ボン 南部 の 低 山 地 の 雑 草 が まばら に 生え る 荒れ 地 で , 点 
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在 す る 堪 家 に つながり , 元 は 畑地 で あっ た と 思わ れる . 東洋 , オー スト ラリ ア 両 区 に 広い 分 布 を も つ 
Ypthima の 種 中 で も , 最小 種 の りー つ に 数 えら れ , 南 モ ルッ カ 特 産 種 と 思わ れる が , アン ボン 島 で は 稀 
少 で ある . 

眼 状 紋 は , 前 次 で は 表裏 に 各 1 個 , 後半 で は 次 表 に 1 個 , 裏面 に 3 個 も ち , 前 次 眼 状 紋 の 中 に 2 個 
の 小 青 白 点 が ある . 採 品 の ゞ は , 後 學 裏面 第 2 室 に ある 眼 状 紋 の 内 方 に , 青色 に 光る 小 鱗 刻 を 2, 3 個 
も つ . @ 前 頑 友 は 15 mm, ? で は 15.5 mm. 





8. Elymnias vitellia vitelliad CRAMER 
アン ボン ルリ モン ジャ ノ メ ( 新 称 ) (Figs. 23, 24) 


南 モ ルッ カ 特 産 種 . 採 品 は 乾季 の 1 で , 島 北 部 東南 海岸 沿い の ヤン シ 林 が 貴 林 に 接する 林内 で , 群 
飛 す る Euploea spp. に 混 っ て いた も の で , 採集 後に 種 ye/72 と 確認 した. 期 表 地 色 は 黒褐色 で わ . 
ず か に 紫 幻 色 を 帯び , 外縁 か ら 亜 外縁 に か け て や や 淡色 に な り , 裏面 は 亜 外 終 か ら 中 室内 外 方 た に かけ 
て 小 青白 仙 列 を も ち , 明らか に 同島 産 Euploea に 擬態 する (加藤 , 1979). 前 頑 長 は 44 mm. 





アン ボン 島 の メダ マチ ョ ウ 


アン ボン 島 の メダ マチ ュ ョ ツウ 居 は, 今 ま で に urania LINNAEUS と dimona HEWITSON の 2 種 の 分 布 が 
確認 され て いる . 採 品 は urania 1 種 の み で ある (Table 1). 














1. Taenaris urania urania LINNAEUS 
アン ボン メダ マチ ョ ッ ウツ (Figs. 25-29) 


採集 場所 は 鳥 北部 中 央 の サバ ン ナ 台地 に 散在 する 低木 の 小 群生 地 と アン ボン 南部 低 山 地 の 疎 林 の 林 
間 で , 発生 は 局部 的 と 思わ れる が , 雨季 の 個体 数 は 少な く な い . 齋 季 の 発生 頭数 は 少な く , 雨季 の 採 
上 RS 前 次 は 狭 長 , 次 端 は と かがり 気味 と な る (Fig. 25). 個体 変異 は 
あま り 見 られ な い が , 採 品 の や? に , 地 色 の 白化 が 目立つ 個体 が 混じる (Fig. 29). 南 モル ッ カ の 特産 
種 で ある . 

9 前 翔 長 は 48-54 mm, ? で は 35-60 mm. 











Figs. 25-29. Taenaris urania urania LINAEUS, (28) underside: (23, 26) ば: (27-29) \ 





NII-Electronic Library Service 


The Lepidopterological Society of Japan 


244 蝶 と 峨 Ty6 to Ga Vol. 30, No. 3 & 4, 1980 


文 了 献 


CoMMON, 1. F. B. & D. F. WATERHOUSE, 1972. Butterflies of Australia. Augus & Robertson, Sydney. 
CORBET, A. S. & H. M. PENDLEBURY, 1978. The Butterflies of the Malay Peninsula, Edn. 3. revised 
by J. N. Erior. Malayan Nature Society, Kuala Lumpur. 
D’ABRERA, B., 1971. Butterflies of the Australian Region. Lansdowne, Melbourne. 
FRUHSTORFER, H., 1911, 1912. Revision of the Satyridae and the Amathusiidae of the Jndo-Australian 
region. Macrolepidoptera of the world, 9: 285-452. Alfred Kernen, Stuttgart. 
藤岡 知 天 , 1975. 日 本 の 蝶 . 主婦 と 生活 社 , 東京 . 
春田 俊郎 , 1973、 ニュ ー ギ ニア の 蝶 (3). 昆虫 と 自然 , 8 9): 9-13. 
加藤 信一郎 , 1974. アン ボン 鳥 (イン ド ネ シア ) の キチ ョ ウ 属 と ム モ ン キ チョ ウ 局 一 エサ キキ チョ ウ に 
関す る 報告 を 加え て . 蝶 と 峨 , 25: 69-72. 
1976. アン ボン 島 (イン ド ネ シア ) で 採集 し た シロ チョ ウッ . 蝶 と 星 , 27: 59-65. 
1977.、 アン ボン 島 (イレ ンド ネシア ) で 採集 し た アゲ ハチ ョ ウ . 蝶 と 峨 . 28: 1-7. 
1978. アン ボン 島 (イレ ンド ネ シア ) で 採集 し た タテ ハム チョウ . 蝶 と 峨 , 29: 77-87. 
1979. アン ボン 島 (イン ド ネ シア ) で 採集 し た マダ ラチ ョ ウ . 峨 と 蝶 , 30: 116-122. 
川副 昭 人 , 若林 守男 , 1976. 原色 日 本 蝶 類 図鑑 . 保育 社 , 大 阪 . 
寺下 和 1970. マレ ー 諸 高 の 蝶 3. や どり が , (63): 2-13. 
白水 隆 , 1960. 原色 台湾 蝶 類 大 図鑑 . 保育 社 , 大 阪 . 
ー 1971. 日 本 の 蝶 . 北 隆 館 , 東京 . 

















Summary 


Satyridae and the genus Taenaris collected on Ambon Island, Indonesia, are reported with some 
observations on the seasonal variation. As the results of this study, Orsotriaena medus FABRICIUS 
is newly recorded. 
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